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2018年 11月 4日（日） 

   考古学ゼミナール「戦い」の考古学 

 

 

考古学から戦争を考える 

 

松木 武彦（国立歴史民俗博物館 教授） 

 

 

はじめに －なぜ、考古学で戦争を研究するのか－ 

 

１．佐原眞による戦争の考古学的研究 

 

  （１）戦争の考古学的証拠 

  （２）農耕と戦争 

 

２．戦争の考古学的研究・最近の視点 

 

  （１）農耕・人口・資源 

  （２）人口復元と戦争の痕跡 

 

３．人類学からみた戦争 

 

  （１）進化人類学からみた暴力・戦い・戦争 

  （２）文化人類学が見てきた民族社会の戦争 

 

４．ヒトとは何か、戦争とは何か －ふたたび考古学から考える－ 
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佐原 眞（金関 恕・春成秀爾編）2005『戦争の考古学』（佐原眞の仕事４）岩波書店 

松木武彦 2017『人はなぜ戦うのか－考古学からみた戦争』中公文庫 
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